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S-1108の 臨床 的検討
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新 しい経 口用抗菌剤S-1108に っ いて,呼 吸器感染症13例 を対象に臨床的検討を行い,以

下の成績を得た。

1)扁 桃炎6例,咽 頭炎1例1気 管支炎2例,肺 炎4例 に対 してS-1081日450mg11

例,300mg2例,5～14日 間使用の有効率 は著効3例,有 効9例,無 効1例 の92 .3%で

あ った。

2)副 作用は全例に見られず,臨 床検査値の異常変動 としては,4例 にGOT ,GPTの 軽度

上昇が見 られた。
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S-1108は,塩 野義製薬株式会社研究所で合成,ス

クリーニ ングされた新 しいプロ ドラッグ型経 ロセフェ

ム抗生物質である。抗菌活性を有するS-1006は グ ラ

ム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 して広範囲の抗菌スペク

トルを有 し,し か も,各 種細菌産生の β-ラ クタマー

ゼに対 して安定である1)。

今回,弘 前大学第三内科関連施設において呼吸器感

染症患者13例 を対象に,本 人よ り治験参加の同意を

得て,そ の臨床的有用性について検討 したので報告す

る。

対象は1990年10月 か ら1991年3月 の間に当科を

受診 した患者で,疾 患の内訳は,扁 桃炎6例,咽 頭炎

1例,急 性気管支炎2例,肺 炎4例 で,軽 症8例,中

等症5例 であった。

投与法 は1回150mgを11例,1回100mgを2

例 いずれ も1日3回 毎食後投与で,期 間は5～14日

間 であ った。

効果判定は咽頭炎,扁 桃炎では,咽 頭痛,発 熱,咳

噺,喀 疲量,咽 頭発赤,赤 沈,白 血球数CRP値 な

どから,急 性気管支炎,肺 炎では,発 熱,咳 噺,喀 疲

量およびその性状,ラ 音,赤 沈,白 血球数CRP値,

胸部X線 所見の正常化ないし改善の程度ならびに喀疾

中の起炎菌の消失の有無により,著 効 (excellent).

有効(good),や や有効(fair),お よび無効(Poor)

の4段 階と した。又,出 来得る限り起炎菌の検索を行

い,MICの 測定 は日本化学療法学会標準法に準拠し

て2),106cells/mlに て実施 した。さらに本剤投与

中の 自他覚症状,投 与前後の臨床検査成績を検討し

安全性を評価 した。

Table 1に 本 剤使用例 とその臨床成績を示す。症

例1～6は 扁桃炎の症例であるが,症 例1は39.4℃

の熱が投与3日 後には平熱となり,咽 頭痛も4日後に

消え,起 炎菌の Enterococcus cloacae が消失したの

で著効 と判定 した。症例2～6は いずれ も有効例だ
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Table 1. Clinical summary of S-1108 treatment

*
before treatment

after treatment
NF: normal flora NT: not tested

が.特 に症例6は 起炎菌の Staphylococcus aureus

が消失した。症例8～9は 急性気管支炎の症例である

が,特 に症例8は,投 与3日 後 には咳徽,喀 疲,胸 部

ラ音の改善と,起 炎菌の Pseudomonas aeruginosa

とKlebsiella pneumoniae の消失を認めたので著効

と判定 した。それに反 して症例9は,咳 漱,喀 疲量

性状 が7日 後 も全 く改善 しない為,無 効 と判 定 し

minocyclineに 変 更 した。症例10～13は 肺炎の症例

であるが,症 例10は3日 後,咳 噺,喀 疲の改善 と解

熱及 び胸部X線 所見の改善を認めた為著効 とした。
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他の3例 はいずれも有効であった。

以上を総合す るとTable 2の 様 に,S-1108の 有効

率 は著効3例,有 効9例,無 効1例 で92,3%と い う

高いものであった。又,細 菌学的効果についてまとめ

ると,検 出された4例5株 が全て消失 した。本剤 の

in vitroで の広範囲の抗菌スペ ク トルと,各 種細菌塵

生の β-ラ クタマーゼに安定である点を反映 している

ものと思われる。

自他覚的副作用は全 く見 られず,又,Table3に

示 す如 く,臨 床検 査の異常 変動 と しては,4例 に

GOT,GPTの 一 過性の軽度上昇が見られたのみで

あった。本翻の安全性は高いと考えられた。

以上の臨床的検討よ り,S-1108は,呼 吸器感染症

に対 し有用であり,か っ安全性の高い薬剤であると結

論される。

Table 2. Overall clical efficacy of S-1108

Table 3. Laboratory findings before and after treatment with S-1108

B: Before A: After ND: not done * abnormal value



VOL.41 S-1
S-1108の 臨床的検討 741

文 献

1) 由良二郎, 齎藤 篤: 第40回 日本化学療法学

会総会, 新薬 シンポジウム。S-1108, 名古 屋,

1992

2) 日本 化学療法学会: 最 小発育阻止濃度 (MIC)

測定 法再改訂 について (1968年 制定, 1974年

改訂)。Chemotheraphy 29: 76～79, 1981

S-1108 in respiratory tract infections

Kazuo Takebe
Third Department of Internal Medicine, Hirosaki

University School of Medicine

5 Zuifu-cho, Hirosaki 036, Japan

Masakatsu Matsukawa and Hisashi Nakahata
Internal Medicine, Hirosaki City Hospital

Mitsuo Masuda and Seiichi Murakami
First Department of Internal Medicine, Aomori City Hospital

Kenichi Imamura
Imamura Clinic

Toyokazu Tamura
Internal Medicine, Hokushuu Central Hospital

S-1108 was administered to 13 patients with respiratory tract infection. Clinical efficacy and
safety were evaluated.

1) Thirteen patients with respiratory tract infection (tonsillitis 6, pharyngitis 1, bronchitis
2, pneumonia 4)were treated with S-1108 100mg or 150mg t.i.d. for 5 to 14 days. The ef-
ficacy rate was 92. 3% (excellent in 3, good in 9 , poor in 1)

2) No adverse reactions were observed in any patients, however, laboratory tests revealed
slight elevation of GOT and GPT in four cases.


